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・豊かな感性をもち、心身ともに健やかな生徒   ・自分で考え、判断し、生活することを楽しむ生徒 

・お互いの良さを認め合い、ともに活動する生徒  ・働くことを喜び、自ら社会に参加する生徒 
 

交流学習で広がるあたたかな輪 
  

  

12月５日（木）に、附属幼稚園の園児との交流を通して、いろいろな人と関わる経験を広げることと、園児に

卒園記念品ができる工程を知ってもらうことをねらいに、交流学習を行いました。始めに体育館で、学習発表

会の演目「Lion King」を披露したり、パラバルーンやダンスをしたりと、園児と一緒に楽しい時間を共有し

ました。その後、作業班ごとの作業紹介では、卒園記念品を作っている様子を見せたり、園児からの質問に答

えたりと、優しく接しながら積極的に関わろうとする生徒の姿がたくさん見られました。交流会後の作業学習

では、２月に園児とまた会えることを楽しみにしながら、卒園記念品贈呈に向けて、心を込めて丁寧に製作し

ようと意欲を高めている様子が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い出や想像をアート作品に込めて 
 

生活単元学習「モザイクアートをしよう」では、色や形を組み合わせて発想を深め、独自性のある造形を表

現することや、興味・関心の幅を広げることをねらいとして、タブレットＰＣを使ったデジタル作品の制作や

モザイクアートに取り組みました。思い思いに想像を膨らませ、楽しみながらアートで表現することができま

した。 

 １年生「インテリアアート」      ２年生「なりたい自分をアートで」     ３年生「思い出をデジタルアートに」 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分らしく 
 たくましく 

園児と一緒に 

「ジングルベルロック」 

でダンス♪ 交
流
会 

作
業
紹
介 

卒園記念品の材料や作り方を見せたり、優しく説明したりしました 

笑顔も広がった 

パラバルーン 

陶芸班 木工班 総合サービス業班 


